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五
百
人
い
る

　

五
百
世
帯
を
抱
え
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
ん
で
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
。
壁
に

勝
手
に
換
気
扇
の
穴
を
開
け
る
、
ペ
ッ
ト
禁
止

な
の
に
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト
を
四
匹
も
飼
う
、
粗

大
ゴ
ミ
を
ル
ー
ル
無
用
で
出
す
、
さ
ら
に
買
っ

た
人
と
賃
り
て
住
む
人
の
意
識
の
差
な
ど
も
あ

り
、
山
積
す
る
問
題
の
解
決
も
一
枚
岩
で
進
ま

な
い
の
が
大
所
帯
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
は
大
所
帯
の
美
点
が
出
た

出
来
事
が
あ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
内
に

何
十
個
と
あ
る
ベ
ン
チ
の
多
く
が
、
年
数
を
経

て
木
板
が
朽
ち
果
て
、
外
れ
か
け
、
座
り
た
い

と
思
え
な
い
物
体
に
な
り
下
が
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
管
理
会
社
が
「
ま
る
ご
と
新
品
に
交
換

さ
れ
て
は
」
と
（
工
事
見
積
と
と
も
に
）
勧
め

て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
営
繕
専
門
の
住

民
組
織
が
起
ち
あ
が
っ
た
の
だ
。

　

全
体
は
一
枚
岩
で
な
く
て
も
、
人
材
の
豊
富

さ
は
五
百
人
い
れ
ば
こ
そ
。
材
木
問
屋
に
勤
め

る
人
が
材
を
手
配
し
、
日
曜
大
工
好
き
が
寄
っ

て
た
か
っ
て
必
要
な
寸
法
に
切
っ
た
。
さ
ら
に

溶
接
免
許
保
持
者
が
鉄
部
の
腐
食
を
切
除
し
て

新
し
い
部
材
を
溶
接
し
直
す
な
ど
本
格
的
な
作

業
も
あ
り
、
ベ
ン
チ
は
め
で
た
く
新
品
と
見
ま

ご
う
姿
に
変
身
を
遂
げ
た
。

　

通
り
が
か
っ
た
子
供
が
「
お
お
っ
ス
ゲ
ー
！

キ
レ
イ
に
な
っ
た
ぁ
」
と
出
来
た
て
の
ベ
ン
チ

に
嬉
々
と
し
て
座
る
姿
に
参
加
者
は
皆
、
充
実

感
を
噛
み
し
め
て
い
た
。
頭
の
中
に
は
も
う
次

の
仕
事
が
思
い
描
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　清水建設株式会社は、江戸

時代から続く歴史を持ち、住

宅から都市開発、さらにダム

やエネルギープラントまであ

らゆる分野を手掛ける大手ゼ

ネコンです。

　その清水建設が用いる工事

写真管理ソフトとして今、岡

三リビックの「現場編集長」

が正式に導入されています。

●写真管理を一元化

　主に民間事業中心の建築工

事と公共事業中心の土木工事

は、同じ建設工事でありなが

ら様々な要素がそれぞれに特

化・準拠されており、その両

方を手掛ける企業においてソ

フトウェアの統一は非常に難

しい問題です。実際、両部門

を抱える多くの企業では各々

別のソフトを採用していると

いわれます。

　しかし同社では、契約その

ものから工程管理まで建築も

土木もひとつのフォーマット

で行う手法を検討するワーキ

ンググループ ( 以下「ＷＧ」)
が社内に結成され、その一端

として使用する工事写真管理

ソフトの評価を行いました。

●ソフト選定の主眼

　ＷＧではソフトメーカー７

社にプレゼンテーションを要

請し、同一スペックのＰＣ環

境を用意して操作性を比較し

たりと幾度もの検討が重ねら

れました。

　特に重視されたのは、イン

タフェースなど使い勝手の良

さはもちろん、大型で中長期

の現場を無事に完遂できる

信頼性の高さでした。また当

然のことながら、社内からの

様々な要望に対処できる開発

体制がメーカーに整っている

ことも求められました。

　そうした中、「現場編集長」

は「強固なデータベース」と

「誰でも扱える操作性」そし

て唯一無二の機能である「複

数で同時に作業が可能（ＬＡ
ＮＰＡＣＫ）」という点が高い

評価を得て、同社に正式に採

用となったのです。

　以来、同社ＷＧと当社担当

は定期的な協議を重ね、特に

主題となる建築と土木の色の

違いを越えた管理機能など挙

げられた課題や要望をひとつ

ひとつ克服、アップデートを

重ねて２年目を迎え、今では

フルに活用頂いています。

●建築でも土木でも

　かねてより定期的なブラッ

シュアップを怠らない姿勢が

ユーザーに好評を頂いている

「現場編集長」シリーズです

が、この協議を通して練り上

げられた機能はその大半が最

新市販バージョンにもフィー

ドバックされており、建築で

も土木でも活用可能な懐の広

いソフトへと急速な進化を遂

げました。

　清水建設との連携を通し

て、岡三リビックはこれに迅

速に応えながら、今後も「現

場編集長」の機能と使い勝手

の向上を進めていきます。

　「現場編集長」の新しい機

能や現場での活用事例につい

ては、この紙面で今後ともご

紹介していく予定です。是非

ご期待下さい。

現場編集長

現
場

編
集
長


